
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

企０３１ 項　　目　　名 宝くじまちの音楽会事業費
新規
事業

○

企画推進部 
文化芸術推進課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 文化振興費 ページ 283 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】文化芸術推進課 0857－20-3226

【１０次総の施策体系】3301

【事業の概要】 
　市民の皆様に愛され、文化芸術活動等の場として幅広く利用されている鳥取市民会館
が、平成２８年度、開館５０周年を迎える。
　開館５０周年という節目の年を機に、更に愛される施設となる記念の事業として、上質
な音楽を市民に提供できる「宝くじまちの音楽会」を開催する。 

【事業目的及び効果】 
（財）自治総合センターが、宝くじ社会貢献広報事業として、地域の人々に上質な音楽、 
演劇及び文化に関する講演会等を提供し、明るいまちづくりなどコミュニティ活動の充実 
・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的 
として行う事業で、プロのミュージシャンの出演料等は、宝くじの助成金で措置される。  

【事業内容】 
　事業名：「宝くじまちの音楽会」 
　　　　　　「南こうせつwithウー・ファン　～心のうたコンサート～」 
　会場名：鳥取市民会館 
　開催時期：平成２９年１月１４日（予定）
　
＊その他財源の諸収入は、チケット販売収入
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

款 教育費

項 社会教育費

目 文化振興費

前年度当初予算額 0 

本年度要求額 1,881 

総務部長段階査定額 1,881 その他財源の内訳

0 

その他 1,881 0 

市長段階査定額 1,881 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 0 諸収入 1,881 

計 1,881 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

企０３２ 項　　目　　名 市民美術展開催費
新規
事業

企画推進部 
文化芸術推進課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 市民美術展開催費 ページ 283 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】文化芸術推進課 0857-20-3226 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【事業の経過及び背景】 
１　今回で５５回目を迎える市民美術展を開催し、文化都市鳥取をアピールする。 
２　企画展を行う 
 
【事業の目的及び効果】 
　市展は、幅広い市民の創作意欲の啓発を促し、よりすぐれた作品を展示することによ　 
り、鑑賞の場を提供することを目的としている。その運営・実施・審査にあたっては、　 
専門的知識を要するため、各部門の代表的作家で組織する「鳥取市民美術展運営委員会　 
」に事業委託を行っている。これにより、事業が円滑に遂行できるとともに、市民芸術　 
のレベル向上、活性化並びに芸術文化活動参加者の拡大に寄与し、本市の文化発展に資　 
する。 
 
【事業の内容・実績】 
　・委託先　　鳥取市民美術展運営委員会 
　・期　間　　平成２８年１１月２７日～１２月４日（予定）
　・部　門　　日本画、洋画、書道、工芸、版画、彫刻、写真、デザイン、企画展 
　・出品資格　本市在住又は勤務者及び県東部在住者（高校生以上、企画展のみ中学生以 
　　　　　　　上） 
 
　事業の実績等 
　　平成２４年度　鑑賞者数２，４６５人　決算額２，０３８千円 
　　平成２５年度　鑑賞者数４，５２３人　決算額２，７８２千円 
　　平成２６年度　鑑賞者数２，７３８人　決算額２，６３２千円
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

款 教育費

項 社会教育費

目 文化振興費

前年度当初予算額 2,632 

本年度要求額 2,632 

総務部長段階査定額 2,632 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 2,632 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 2,106 諸収入 0 

計 2,632 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 526 0 

-50-

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００１ 項　　目　　名 人材誘致・定住促進対策事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 総合企画費 ページ 167 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】移住定住促進係 0857-20-3184 
【１０次総の施策体系】3201 
【事業の経過】 
　ＵＪＩターンを希望される者や田舎でゆったりとした生活を希望される方が増えている
現 状を踏まえ、平成１８年９月に就業・生活・住宅等の情 報提供機能や相談機能等を一本
化した「鳥取市定住促進・Ｕターン相談支援窓口」を開設した。また、相談者へ継続的な
きめ細かに対応するため、窓口に専任相談員を４名配置し、 大都市圏から若者の鳥取市へ
の就職・定住を強力に支援するため、首都圏・関西圏にそれぞれ１名ずつの相談員を配置
し移住定住人口の増加を図ってい る。 さらに平成２８年１月１０日に「移住・交流情報
ガーデン」を開設し、３名の「移住定住コンシェルジュ」を配置している。
【事業の目的及び効果】 
　移住（ＵＪＩターン）希望者に対し、就業・生活・住宅等の情報提供や相談を行い、
「選ばれるまち、住みたいまち」となるよう、より総合的・戦略的に移住定住を促進させ
る取り組み を強化・加速化する。 
　ふるさと鳥取市・回帰戦略連絡会と連携しながら、移住定住者の増加により本市の活性
化 や持続的な発展を図る。 
【事業の内容】 
１．移住定住相談員の配置による相談対応及び情報発信 
２．ふるさと鳥取市・回帰戦略事業 
３．移住・交流情報ガーデン設置事業 
４．お試し定住体験事業 
５．移住定住空き家運営業務委託事業 
 【事業の実績】 
１．窓口対応延べ件数　　24年度1,419件 　　 25年度1,211件   　 26年度1,442件 
２．窓口相談登録世帯数　24年度380世帯 　　 25年度383世帯      26年度489世帯 
３．窓口移住者数　　　　24年度100世帯214人 25年度160世帯288人 26年度200世帯351人

＊その他財源の繰入金は、ふるさと納税基金繰入金
＊その他財源の諸収入は、お試し定住体験施設体験料 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 18,533 

本年度要求額 50,431 

総務部長段階査定額 47,806 その他財源の内訳

0 

その他 19,897 18,457 

市長段階査定額 47,806 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 23,359 諸収入 1,440 

計 47,806 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 4,550 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００２ 項　　目　　名 過疎・中山間地域振興推進員設置事業費
新規
事業

総務部長段階査定額 5,576 その他財源の内訳

0 

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

目 企画費

前年度当初予算額 5,700 

本年度要求額 5,700 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 5,576 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

【問合せ先】振興係 0857-20-3185
 
【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】
　本市の中山間地域は、面積では市域全体の約９２％を占 め、また、人口は約４６％を、
世帯は約４３％と多数を占めています（平成２７年９月末現在）。全国的な人口減少 や少
子高齢化の進行の中、中山間地域においては、担い手の高齢化などによる農林水産業の 衰
退ならびに生活の利便性や職場を求めて大都市圏への転出によって更に人口減少 が進み、
暮らしに不便を感じたり、集落の維持が困難になりつつある現状があります。 

【事業効果及び目的】
　中山間地域に暮らす人たちが、このままずっと住み続けたいと思える安全・安心で活気
のある山里、そして、都会に暮らす人たちが、移り住んでみたいと思 える魅力ある中山間
地域を形成していくことを目指します。 

【事業の内容・実績】 
　H25年度　見守り活動（8集落）、集落活性化（維持）計画の作成支援と計画に基づく事 
業実施（輝く中山間地域創出モデル事業）への支援、むらまち交流の促進支援など 
　H26年度　鳥取市中山間地域の宝冊子作成、見守り活動（8集落）、集落活性化（維持） 
計画の作成支援と計画に基づく事業実施への支援、むらまち交流の促進支援など 
　H27年度　見守り活動（7集落）、集落活性化（維持）計画の作成支援と計画に基づく事 
業実施への支援、むらまち交流の促進支援など 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 5,576 諸収入 0 

計 5,576 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

-51-－ 51 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００３ 項　　目　　名 里山交流促進モデル事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3185
 
【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】
　中山間地域の多様な資源を再認識するとともに交流人口の増加を図り、交流によるむら
とまち相互の活性化を図るため、平成２２年度に本補助事業を創設。

【事業の目的及び効果】 
　中山間地域の住民が主体的に実施する、地域の自然・文化・特産品等を活用した都市部 
などの市民との交流活動を支援し、むらとまち双方の活性化を図る。 
　むらとまち双方が各地域の魅力や中山間地域の多面的機能を再認識するとともに、相 
互に価値を認め合い共存共栄していくための貴重な交流機会の創出・支援を担う。 
　（補助金交付）補助率10/10、補助金上限100千円（最長3年間） 

【事業の内容・実績】 
    平成25年度　  6交流12団体　  600千円 
　　平成26年度　　6交流12団体　　580千円 
　　平成27年度　　2交流 4団体　　200千円（見込）　 

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 900 

本年度要求額 900 

総務部長段階査定額 900 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 900 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 720 諸収入 0 

計 900 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 180 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００４ 項　　目　　名 輝く中山間地域創出モデル事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3185 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】
　中山間地域の多様な資源を活用し、住民自らが現状の課題や将来像を考え、課題解決に
向けた取組みを行うことで集落の維持や地域活性化を図るため、平成２２年度に本事業を
創設。

【事業の目的及び効果】 
　中山間地域の集落・地域の活性化に向け、地域住民等自ら行うモデル的な計画策定及び 
その計画に基づき実施する各種ソフト事業を支援する。 
　(補助金交付）活性化計画策定分 : 補助率10/10、補助金上限   100千円  
　　　　　　 　ソフト事業実施分 : 補助率 8/10、補助金上限 2,000千円 
　　　　　　　（複数年次でソフト事業実施の場合、最大3年間で累計2,000千円上限） 

【事業の内容・実績】 
　平成25年度　　計画策定11団体　ソフト事業12団体　12,460千円 
　平成26年度　　計画策定 8団体  ソフト事業 9団体　 7,330千円 
　平成27年度　　計画策定 3団体　ソフト事業13団体   7,680千円（見込） 

＊その他財源の繰入金は、ふるさと納税基金繰入金

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 13,500 

本年度要求額 13,500 

総務部長段階査定額 13,500 その他財源の内訳

0 

その他 6,560 6,560 

市長段階査定額 13,500 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 5,300 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 0 諸収入 0 

計 13,500 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,640 0 

-52-－ 52 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００３ 項　　目　　名 里山交流促進モデル事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3185
 
【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】
　中山間地域の多様な資源を再認識するとともに交流人口の増加を図り、交流によるむら
とまち相互の活性化を図るため、平成２２年度に本補助事業を創設。

【事業の目的及び効果】 
　中山間地域の住民が主体的に実施する、地域の自然・文化・特産品等を活用した都市部 
などの市民との交流活動を支援し、むらとまち双方の活性化を図る。 
　むらとまち双方が各地域の魅力や中山間地域の多面的機能を再認識するとともに、相 
互に価値を認め合い共存共栄していくための貴重な交流機会の創出・支援を担う。 
　（補助金交付）補助率10/10、補助金上限100千円（最長3年間） 

【事業の内容・実績】 
    平成25年度　  6交流12団体　  600千円 
　　平成26年度　　6交流12団体　　580千円 
　　平成27年度　　2交流 4団体　　200千円（見込）　 

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 900 

本年度要求額 900 

総務部長段階査定額 900 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 900 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 720 諸収入 0 

計 900 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 180 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００４ 項　　目　　名 輝く中山間地域創出モデル事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3185 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】
　中山間地域の多様な資源を活用し、住民自らが現状の課題や将来像を考え、課題解決に
向けた取組みを行うことで集落の維持や地域活性化を図るため、平成２２年度に本事業を
創設。

【事業の目的及び効果】 
　中山間地域の集落・地域の活性化に向け、地域住民等自ら行うモデル的な計画策定及び 
その計画に基づき実施する各種ソフト事業を支援する。 
　(補助金交付）活性化計画策定分 : 補助率10/10、補助金上限   100千円  
　　　　　　 　ソフト事業実施分 : 補助率 8/10、補助金上限 2,000千円 
　　　　　　　（複数年次でソフト事業実施の場合、最大3年間で累計2,000千円上限） 

【事業の内容・実績】 
　平成25年度　　計画策定11団体　ソフト事業12団体　12,460千円 
　平成26年度　　計画策定 8団体  ソフト事業 9団体　 7,330千円 
　平成27年度　　計画策定 3団体　ソフト事業13団体   7,680千円（見込） 

＊その他財源の繰入金は、ふるさと納税基金繰入金

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 13,500 

本年度要求額 13,500 

総務部長段階査定額 13,500 その他財源の内訳

0 

その他 6,560 6,560 

市長段階査定額 13,500 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 5,300 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 0 諸収入 0 

計 13,500 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,640 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００５ 項　　目　　名 過疎地域振興事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3184 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】
　中山間地域対策を強力に推進していく上で、集落・地域等における地域づくり人材の育
成が急務となっている。

【事業の目的及び効果】
　地域づくりのリーダー及び実践者等の人材養成を推進することにより、中山間地域・過
疎地域の活性化を図る。

【事業の内容及び実績】 
○実践者・リーダーの養成 
　中山間地域が元気になる人材養成塾「とっとりふるさと元気塾」を設置し、地域（集落 
）の活性化、商品開発・むらまち交流の実践者やリーダーを養成する（出前講座を基本 
とする）。 

　(研修内容)
　・出前講座（取り組みのテーマや地域の課題に応じた内容）
　・全市公開講座
　・県内外先進地研修、地域内交流研修
　・塾生の取り組みへの継続フォロー　　　等
 
（事業の実績）
　  　　　　　　　　　　　　　　 　　 　H25      H26　　　H27
　・塾生登録者　　　　　　　  　　　　  200人　　180人　　314人
　・講座回数　　　 　　　　　　　　　　 4回　　　18回　　 22回(県外研修含)
　・県内外先進地研修、地域内交流研修　　3回　　　3回　　　-
　・リーダー認定者　　　　　　      　　‐　　   141人　　20人（見込）

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 5,021 

本年度要求額 5,021 

総務部長段階査定額 5,021 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 5,021 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 5,021 諸収入 0 

計 5,021 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００６ 項　　目　　名 中山間地域・買い物支援事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3185 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】 
○平成２４年度、鳥取県は中山間地域振興対策を強化するため、関連事業は「みんなで支 
え合う中山間地域総合支援事業」として整備拡充した。 
○当該事業(県間接補助)を活用して、買い物弱者対策等を推進するため、平成２４年度に 
鳥取市中山間地域・買い物支援事業補助金交付要綱を制定した。 

【事業の目的及び効果】 
　中山間地域において、買い物弱者を主な対象者として、移動販売車等による買い物支援 
の取り組みを開始しようとする者の起業・運営及び事業拡大に伴う整備等を支援し、買い 
物困難地域における買い物環境の改善を図ることを目的とする。 

【事業の内容・実績】 
(補助金交付)運営支援（更新）　補助率2/3(県1/3､市1/3)　補助金上限6,000千円 
　　　　　　導入支援　補助率 特例中小企業10/10(県1/2､市1/2) 補助金上限2,000千円 
　　　　　　　　　　　　　　 上記以外の者　2年次2/3(県1/3､市1/3)、3年次1/3ほか 

　　　　　　　　　　　 　　　 H25年度　　　H26年度　　　 H27年度(見込)
・移動販売運営支援　　　 5件  1,782千円　5件 2,781千円　5件 2,225千円 
・移動販売車の導入支援　 2台 12,662千円  　 　-     　　   　-       　 

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 2,225 

本年度要求額 3,137 

総務部長段階査定額 3,137 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 3,137 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 1,694 諸収入 0 

計 3,137 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,443 0 

-53-－ 53 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００７ 項　　目　　名 中山間地域・地域資源活用型コミュニティビジネス支援事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3185 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】 
　鳥取県みんなで支え合う中山間地域総合支援事業を活用し、住民団体等による地域資源 
を利用した食肉加工施設や飲食店等のハード・ソフトの取り組みを支援する。 

【事業の目的及び効果】 
　農畜産物等、地元の資源を活用した加工品づくりや農家レストラン等の起業を支援し、 
中山間地域の活性化を図ることを目的とする。 
（補助金交付） 
　補助率1/2（県間接補助1/3，市1/6）　補助金上限4,500千円 

【事業の内容・実績】 
　平成28年度　　　２件　食肉加工施設、飲食店 
　平成27年度実績　　　　なし
　平成26年度実績　１件　農産物加工施設 

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 0 

本年度要求額 5,614 

総務部長段階査定額 5,614 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 5,614 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 1,872 諸収入 0 

計 5,614 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,742 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００８ 項　　目　　名 首都圏・関西圏移住定住相談員設置事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】移住定住促進係 0857-20-3184 

【１０次総の施策体系】3201 

【事業の経過】 
　ＵＪＩターンを希望される者や田舎でゆったりとした生活を希望される方が増えている
現状を踏まえ、平成１８年９月に就業・生活・住宅等の情報提供機能や相談機能等を一本
化した「鳥取市定住促進・Ｕターン相談支援窓口」を開設した。また、相談者へ継続的な
きめ細かに対応するため、窓口に専任相談員を４名配置し、大都市圏から若者の鳥取市へ
の就職・定住を強力に支援するため、首都圏・関西圏にそれぞれ１名ずつの相談員を配置
し移住定住人口の増加を図っている。さらに平成２８年１月１０日に「移住・交流情報
ガーデン」を開設し、３名の「移住定住コンシェルジュ」を配置している。

【事業の内容】 
　大都市圏において、新たに開発が進む中山間地域物産の宣伝・販路開拓並びに若者の鳥 
取市への就職・定住を強力に支援する「首都圏・関西圏移住定住相談員」を雇用・配置す 
る。

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 7,216 

本年度要求額 7,216 

総務部長段階査定額 7,216 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 7,216 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 7,216 諸収入 0 

計 7,216 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００７ 項　　目　　名 中山間地域・地域資源活用型コミュニティビジネス支援事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3185 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】 
　鳥取県みんなで支え合う中山間地域総合支援事業を活用し、住民団体等による地域資源 
を利用した食肉加工施設や飲食店等のハード・ソフトの取り組みを支援する。 

【事業の目的及び効果】 
　農畜産物等、地元の資源を活用した加工品づくりや農家レストラン等の起業を支援し、 
中山間地域の活性化を図ることを目的とする。 
（補助金交付） 
　補助率1/2（県間接補助1/3，市1/6）　補助金上限4,500千円 

【事業の内容・実績】 
　平成28年度　　　２件　食肉加工施設、飲食店 
　平成27年度実績　　　　なし
　平成26年度実績　１件　農産物加工施設 

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 0 

本年度要求額 5,614 

総務部長段階査定額 5,614 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 5,614 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 1,872 諸収入 0 

計 5,614 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,742 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００８ 項　　目　　名 首都圏・関西圏移住定住相談員設置事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】移住定住促進係 0857-20-3184 

【１０次総の施策体系】3201 

【事業の経過】 
　ＵＪＩターンを希望される者や田舎でゆったりとした生活を希望される方が増えている
現状を踏まえ、平成１８年９月に就業・生活・住宅等の情報提供機能や相談機能等を一本
化した「鳥取市定住促進・Ｕターン相談支援窓口」を開設した。また、相談者へ継続的な
きめ細かに対応するため、窓口に専任相談員を４名配置し、大都市圏から若者の鳥取市へ
の就職・定住を強力に支援するため、首都圏・関西圏にそれぞれ１名ずつの相談員を配置
し移住定住人口の増加を図っている。さらに平成２８年１月１０日に「移住・交流情報
ガーデン」を開設し、３名の「移住定住コンシェルジュ」を配置している。

【事業の内容】 
　大都市圏において、新たに開発が進む中山間地域物産の宣伝・販路開拓並びに若者の鳥 
取市への就職・定住を強力に支援する「首都圏・関西圏移住定住相談員」を雇用・配置す 
る。

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 7,216 

本年度要求額 7,216 

総務部長段階査定額 7,216 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 7,216 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 7,216 諸収入 0 

計 7,216 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００９ 項　　目　　名 新市域振興推進事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3184 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の目的】 
 新市域の課題解決や地域資源を活かした新たな魅力創出にあたり、新市域の複数地域 と
隣接自治体が連携することで、より大きな成果が見込まれるものについて、その取 り組み
を促進する。 

【事業の内容】 
<自転車を活用した周遊観光の促進> 
  鳥取市東部エリア（国府・福部地域）と岩美町との連携により、鳥取砂丘や浦富海 岸、
雨滝などのジオスポット等を巡る自転車を活用した周遊観光の取り組みを進め、市外者の
地域内への誘客を図る。 

<山の資源を活用したエコツーリズムの促進>
 鳥取市南部エリア（河原・用瀬・佐治地域）と智頭町との連携により、河原地域のスカ
イスポーツ、用瀬地域から智頭町の山岳トレイル、佐治地域の山王谷エリアの自 然体験、
智頭町の森林セラピーなど多様な体験メニューをまとめて発信し、エコツ－リズム愛好家
等の誘客を図る。

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 1,796 

本年度要求額 1,079 

総務部長段階査定額 1,079 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 1,079 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 1,079 諸収入 0 

計 1,079 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地０１０ 項　　目　　名 中山間地域・地域遊休施設活用支援事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興対策費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3185 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】 
　鳥取県みんなで支え合う中山間地域総合支援事業を活用し、地域における遊休施設(空 
き店舗等)を、新たな地域活性化拠点として、ハード・ソフト両面から総合的に利活用し 
ようとする集落やNPO、住民団体等の取り組みを支援する。 

【事業の目的及び効果】 
　吉岡地区において、地域の空き店舗を改修し、食事の提供をはじめ地域住民の集う空間
と して利活用を目指す地域活性化組織の取り組みを支援する。地域住民における賑わいの
再生など地域の活性化を図ることを目的とする。 
（補助金交付） 
　補助率5/6（県間接補助1/2，市1/3）　補助金上限16,666千円 

【事業の内容・実績】 
　平成28年度　　　２件　空き店舗活用事業
　　　　　　　　　　　　（コミュニティレストラン、ギャラリースペース） 
　平成26年度実績　２件　 空き店舗活用事業
　　　　　　　　　　　　（コミュニティカフェ、食堂・日用品販売）

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 0 

本年度要求額 18,424 

総務部長段階査定額 18,424 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 18,424 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 7,369 諸収入 0 

計 18,424 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 11,055 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地０１１ 項　　目　　名 グリーンツーリズム推進事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 特色あるまちづくり推進事業費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3184 
【１０次総の施策体系】3202 
【事業の経過及び背景】 
　本市中山間地域では、豊かな自然や風景、地域ではぐくまれた特産物、固有の伝統芸能 
や文化財など多様な地域資源を生かし、都市住民との交流を行うグリーンツーリズムが各 
地域で実施されている。これら各地域や集落単位等の取り組みを全市や東部一円で連携し 
て推進する。 
【事業の目的及び効果】 
　グリーンツーリズムを「都市と農村の共生」による地域活性化の有効な手段と位置づけ 
、東部一円のグリーンツーリズムに取り組む民間団体及び個人、行政機関が一体となって 
推進していくための「とっとり因幡グリーンツーリズム推進協議会」や本市グリーンツー 
リズム連絡会会員で構成される「鳥取市グリーンツーリズム連絡会」の活動を支援するこ 
とにより、鳥取市の農山漁村が豊かな自然景観のもとに、「遊ぶ」「食べる」「学ぶ」「 
安らぐ」等の生活体験の提供を通じた感動が得られる活力あふれる場となり、そこで暮ら 
す住民と都市住民との交流の拡大を図る。 
【事業の内容】 
　１．鳥取市グリーンツーリズム連絡会活動支援
　２．とっとり因幡グリーンツーリズム推進協議会負担金
　３．武蔵野市家族自然体験事業への補助
【事業の実績】
　１．鳥取市グリーンツーリズム連絡会　 
　　　会員数 H25/13団体　H26/15団体 　H27/15団体
　２.とっとり因幡グリーンツーリズム推進協議会（25の実践団体等と県・1市4町） 
　　　H22年度設立　ホームページ運用、事務局設置、広域研修ほか　 
　３．武蔵野市家族自然体験交流事業　受入家族数及び人数　 
　　　H23/20家族70人　H24/14家族40人　H26/9家族24人（H25年度より隔年開催） 

＊その他財源の諸収入は、武蔵野市家族自然体験交流事業参加者負担金

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 961 

本年度要求額 1,345 

総務部長段階査定額 1,345 その他財源の内訳

0 

その他 303 0 

市長段階査定額 1,345 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 1,002 諸収入 303 

計 1,345 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 40 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地０１２ 項　　目　　名 地域おこし協力隊事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 新市域特別振興費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3184 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の目的】 
　新市域の複数地域と隣接自治体の地域資源を活かした周遊観光やエコツーリズムによる 
地域活性化を支援するため、都市住民を受け入れ「地域おこし協力隊」に委嘱し、地域活 
性化に取り組むとともに、隊員の定住・定着を図る。 

【経過及び背景】 
　新市域における県と市の共通課題について情報共有を図り、県の支援を得ながら課題解 
決や地域資源を活かした新たな魅力創出に向けた取組を進めている。課題解決にあたり、 
新市域の複数地域と隣接自治体が連携することで、より大きな成果が見込まれるものにつ 
いて、その取り組みを促進することにより地域活性化を図る必要がある。　 

【事業の内容】 
地域おこし協力隊の配置（２名） 
１．自転車を活用した周遊観光の促進 
　　[取組地域：鳥取市東部エリア（国府・福部地域）と岩美町] 
２.山の資源を活用したエコツーリズムの促進 
　　[取組地域：鳥取市南部エリア（河原・用瀬・佐治地域）と智頭町] 
 
【市民ニーズの状況】 
　ジオスポットの活用やエコツーリズムに取り組んでいる地域や団体等は、都市住民との
交流による地域活性化を図っており、都市住民のニーズを踏まえた地域おこし協力隊が取
り 組みの力になることへのニーズは高い。

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 7,957 

本年度要求額 7,629 

総務部長段階査定額 7,193 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 7,193 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 7,193 諸収入 0 

計 7,193 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地０１１ 項　　目　　名 グリーンツーリズム推進事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 特色あるまちづくり推進事業費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3184 
【１０次総の施策体系】3202 
【事業の経過及び背景】 
　本市中山間地域では、豊かな自然や風景、地域ではぐくまれた特産物、固有の伝統芸能 
や文化財など多様な地域資源を生かし、都市住民との交流を行うグリーンツーリズムが各 
地域で実施されている。これら各地域や集落単位等の取り組みを全市や東部一円で連携し 
て推進する。 
【事業の目的及び効果】 
　グリーンツーリズムを「都市と農村の共生」による地域活性化の有効な手段と位置づけ 
、東部一円のグリーンツーリズムに取り組む民間団体及び個人、行政機関が一体となって 
推進していくための「とっとり因幡グリーンツーリズム推進協議会」や本市グリーンツー 
リズム連絡会会員で構成される「鳥取市グリーンツーリズム連絡会」の活動を支援するこ 
とにより、鳥取市の農山漁村が豊かな自然景観のもとに、「遊ぶ」「食べる」「学ぶ」「 
安らぐ」等の生活体験の提供を通じた感動が得られる活力あふれる場となり、そこで暮ら 
す住民と都市住民との交流の拡大を図る。 
【事業の内容】 
　１．鳥取市グリーンツーリズム連絡会活動支援
　２．とっとり因幡グリーンツーリズム推進協議会負担金
　３．武蔵野市家族自然体験事業への補助
【事業の実績】
　１．鳥取市グリーンツーリズム連絡会　 
　　　会員数 H25/13団体　H26/15団体 　H27/15団体
　２.とっとり因幡グリーンツーリズム推進協議会（25の実践団体等と県・1市4町） 
　　　H22年度設立　ホームページ運用、事務局設置、広域研修ほか　 
　３．武蔵野市家族自然体験交流事業　受入家族数及び人数　 
　　　H23/20家族70人　H24/14家族40人　H26/9家族24人（H25年度より隔年開催） 

＊その他財源の諸収入は、武蔵野市家族自然体験交流事業参加者負担金

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 961 

本年度要求額 1,345 

総務部長段階査定額 1,345 その他財源の内訳

0 

その他 303 0 

市長段階査定額 1,345 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 1,002 諸収入 303 

計 1,345 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 40 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地０１２ 項　　目　　名 地域おこし協力隊事業費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 新市域特別振興費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3184 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の目的】 
　新市域の複数地域と隣接自治体の地域資源を活かした周遊観光やエコツーリズムによる 
地域活性化を支援するため、都市住民を受け入れ「地域おこし協力隊」に委嘱し、地域活 
性化に取り組むとともに、隊員の定住・定着を図る。 

【経過及び背景】 
　新市域における県と市の共通課題について情報共有を図り、県の支援を得ながら課題解 
決や地域資源を活かした新たな魅力創出に向けた取組を進めている。課題解決にあたり、 
新市域の複数地域と隣接自治体が連携することで、より大きな成果が見込まれるものにつ 
いて、その取り組みを促進することにより地域活性化を図る必要がある。　 

【事業の内容】 
地域おこし協力隊の配置（２名） 
１．自転車を活用した周遊観光の促進 
　　[取組地域：鳥取市東部エリア（国府・福部地域）と岩美町] 
２.山の資源を活用したエコツーリズムの促進 
　　[取組地域：鳥取市南部エリア（河原・用瀬・佐治地域）と智頭町] 
 
【市民ニーズの状況】 
　ジオスポットの活用やエコツーリズムに取り組んでいる地域や団体等は、都市住民との
交流による地域活性化を図っており、都市住民のニーズを踏まえた地域おこし協力隊が取
り 組みの力になることへのニーズは高い。

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 7,957 

本年度要求額 7,629 

総務部長段階査定額 7,193 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 7,193 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 7,193 諸収入 0 

計 7,193 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

-56-

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地０１３ 項　　目　　名 地域おこし協力隊定住・定着支援事業
新規
事業

○

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 新市域特別振興費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3184 

【１０次総の施策体系】3202 
 
【事業の経過及び背景】 
　人口減少と高齢化等の進行が著しい地方において、地方自治体が都市住民を受け入れ、 
地域おこし協力隊として委嘱し、一定期間以上（１～３年間）、農林漁業の応援、水源保 
全・監視活動、住民の生活支援などの各種の地域協力活動に従事してもらいながら、当該 
地域への定住・定着を図る取組について、地方自治体が意欲的・積極的に取り組むことが 
できるよう、総務省が必要な支援を行っている。 
　本市においても、この制度を活用し、平成２６年度より地域おこし協力隊を配置してい 
る。 
　〔地域おこし協力隊の新規配置状況〕 
　　○平成２６年度：７名（佐治地域４名、気高･鹿野･青谷地域２名、鹿野地域１名） 
　　○平成２７年度：４名（国府地域２名、国府・福部と河原･用瀬･佐治地域各１名） 
 
【事業の目的及び効果】 
　本市の地域おこし協力隊の、任期終了後の定住・定着に要する経費の一部を支援するこ 
とにより、円滑な定住・定着を図る。 
 
【事業の内容】 
　○定住奨励金　　　：定額150千円 
　○住居費支援 
　　・家賃補助　　　：補助率　1/2、補助金上限　月額27千円 
　　・住宅修繕費補助：補助率10/10、補助金上限300千円 
　○起業経費支援　　：補助率10/10、補助金上限1,000千円

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 0 

本年度要求額 2,024 

総務部長段階査定額 1,558 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 1,558 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 1,558 諸収入 0 

計 1,558 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地０１４ 項　　目　　名 地域振興会議運営費
新規
事業

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H28

事業の概要　会計名

予算書項目 地域振興会議費 ページ 169 所　　属　　名

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3184 

【１０次総の施策体系】3101 

【事業の経過及び背景】 
　平成２６年度末をもって終了した地域審議会に代わり、条例に基づき、８地域（新市
域）に地域振興会議を設置。 

【事業の目的及び効果】 
本市の一体的な発展に資する対象区域（新市域）の振興を図るため、地域振興会議を設置 
する。 

【事業の内容・実績】 
　地域振興会議、会長会の開催 
１．地域振興会議 
　８地域の地域振興会議を概ね年８回開催する。 
　H27/64回（見込） 
２．会長会 
　８地域の地域振興会議の連絡及び情報交換を行うとともに、本市の一体的な発展を目指 
す立場で市長と意見交換を行うため、会長会を年２回開催する。（８月、２月） 
　H27/2回（見込） 

※平成26年度末をもって地域審議会が終了した。
　地域審議会　8地域延べ605回、地域審議会会長会　合計23回（H16～H26）
 
【根拠法令】地域振興会議条例

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

前年度当初予算額 5,933 

本年度要求額 5,933 

総務部長段階査定額 5,673 その他財源の内訳

0 

その他 0 0 

市長段階査定額 5,673 0 

0 

区　　分 本年度予算額 0 

地方債 0 

分担金 0 

行財政改革課処理欄

一般財源 5,673 諸収入 0 

計 5,673 その他 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 
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